愛媛大学沿岸環境科学研究センター

共同利用・共同研究拠点「化学汚染・沿岸環境研究拠点」

生物環境試料バンク（es-BANK）試料譲渡実施要領
　愛媛大学共同利用・共同研究拠点「化学汚染・沿岸環境研究拠点」（以下，拠点）では，国内外の研究者が生物環境試料バンク（以下，es-BANK）の保存試料を用いて環境科学と関連分野の研究が展開できるよう，以下の要領で審査をおこない，es-BANK試料を譲渡します．

1. 研究分野

環境科学および関連分野において，es-BANKの保存試料を用いた申請者の自由発想に基づく研究課題に対し保存試料を譲渡します．

2. 申請資格

国内外の大学・研究機関・民間企業に属する研究者またはそれに準じる者．またそれ以外において，拠点長ならびに拠点協議会で認可された者に限ります．大学院生は申請できませんが，研究分担者として参画することは可能です．

3. 申請方法

es-BANKの下記サイトで保存試料の詳細を確認し，別紙申請書（様式E-1）に必要事項を記載の上，5. の提出先までEmail添付で送信して下さい．

　　　（http://esbank-ehime.com/dnn/Default.aspx?alias=esbank-ehime.com/dnn/j）

4. 申請期間


随時受け付けます．

5. 申請書提出先および問合せ先

提出先（Email）： es-bank@agr.ehime-u.ac.jp

問合せ先：〒790-8577 愛媛県松山市文京町2-5

愛媛大学 沿岸環境科学研究センター 生物環境試料バンク
Tel: 089-927-8162   Fax: 089-927-8187
6. 選考

es-BANK試料利用審査会（以下，審査会）において，申請内容（課題の必要性・独創性，実現可能性など）を審議し，利用の可否を決定します．
7. 採否連絡

上記審査会での審議終了後，申請代表者に連絡します．なお，試料譲渡はes-BANKのホームページに記載した同意書（様式E-3），依頼書（様式E-4），確認書（様式E-5）を提出していただいた後となります．

8. 成果発表

研究成果を公表する場合，es-BANK試料を用いた旨を附記して下さい．また，公表された印刷物（論文・学会予稿など）の別刷り（電子媒体でも可）を上記 5. の提出先まで送付して下さい．

謝辞の例．“This study was (partly) performed using es-BANK samples that were provided by Leading Academia in Marine and Environment Pollution Research (LaMer), Ehime University”

9. 成果の報告

申請代表者は，研究期間（最長3年間）最終年度の2月28日までに，研究成果を報告していただきます．様式は別紙（様式E-2）の通りで，提出先は報告書作成要領（別紙）2. の提出先です．また，研究成果報告書は取りまとめ印刷する予定です．

（特許出願または出願予定などのため，成果の公表を一時見合わせる必要が有る場合はその旨を連絡して下さい）

10. 譲渡試料の取り扱いについて
譲渡試料は、国または公的機関の定める規制および指針、そして公序良俗に従って取り扱っていただきます。
11 知的財産権について

当該研究によって知的財産が創出された場合，拠点と申請者研究組織の所属機関の知財担当部署間で出願可否・手続き・権利などについて協議します．

12. 安全保障貿易管理について

研究組織に国外研究者が含まれる場合，当該研究者所属国ならびに当該研究課題内容を勘案し，必要に応じて，外為法（外国為替及び外国貿易法）に基づく該非判定のための誓約書などの提出を求める場合があります．

13. その他

送料等，譲渡にあたって発生する経費は，原則申請者負担となります．
様式E-1
愛媛大学沿岸環境科学研究センター
共同利用・共同研究拠点「化学汚染・沿岸環境研究拠点」
生物環境試料バンク（es-BANK）試料譲渡依頼申請書
化学汚染・沿岸環境研究拠点　拠点長　殿
申請日　平成　　年　　月　　日
	申請代表者（注1）
	ふりがな
	

	
	氏名
	

	
	所属機関(大学等)
	

	
	部局・職名
	

	
	所属機関住所
	〒

	
	連絡先
	電話
	

	
	
	Fax
	

	
	
	Email
	


（注1）大学院生は，申請代表者になれません．
es-BANK試料を使用する研究課題名
	和文：


	英文：



研究期間： 平成　　年　　月　～　平成　　年　　月　（最長３年間）

研究分担者　
	氏　名
	年齢
	所属機関・部局
	職名（注2）
	E-mail

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


（注2）大学院生は課程，学年を記入してください．
研究計画：研究の概要・目的・方法・計画ならびに期待される成果など
	＊ 希望するes-BANK試料の詳細を併記して下さい．別紙添付でも構いません．(この注意事項は作成時に削除して下さい)




本申請内容に関係する業績（発表論文，学会発表，受賞，特許など，申請代表者・分担者を問わない）
	


様式E-2
愛媛大学沿岸環境科学研究センター
共同利用・共同研究拠点「化学汚染・沿岸環境研究拠点」
生物環境試料バンク（es-BANK）試料譲渡型研究報告書
平成　　年　　月　　日
化学汚染・沿岸環境研究拠点　拠点長　殿
申請者（研究代表者）
所属機関　　　　　　　　　　　　　　　　　
職名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
E-mail　　　　　　　　　　　　　　　　　　
下記の試料譲渡型研究について，別紙の通り報告します。
1. 研究課題
2. 研究期間： 平成　　年　　月　～　平成　　年　　月

3. 研究組織

	氏名
	所属機関・部局
	職名
	役割

	
	
	
	


4. 研究内容（別紙）
愛媛大学沿岸環境科学研究センター試料譲渡型研究報告書作成要領
1. 報告書の4. 研究内容（別紙）は，「研究成果報告書」として印刷する予定ですので，作成にあたっては次の事項に留意して下さい。
(1) 用紙サイズはA4判として，37字×30行（12ポイント）
(2) 提出枚数は，図・表等を含め2～3枚程度にして下さい。
(3) 研究課題名，研究者名（分担者および所属を含む），研究目的，研究内容，研究成果，成果発表の順で，簡潔に記述して下さい。研究成果に関する資料（論文・学会要旨集など）がありましたら添付して下さい。
2. 報告書提出先および連絡先
提出先（Email）： lamer@stu.ehime-u.ac.jp

問合せ先：〒790-8577 愛媛県松山市文京町2-5

化学汚染・沿岸環境研究拠点事務室
Tel/Fax: 089-927-8187
